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平成３０年度第２回日の里地区コミュニティ運営協議会 

組織改革特別委員会 議事録（案） 

日時：平成３０年７月１２日（木）１９：００～２１：００ 

会場：コミュニティ・センター日の里会館  

コミュニティ・ルーム 

１．議事 

① 組織改革特別委員会委員長挨拶 
   黒川委員長より挨拶がなされた。 
 
② 第１回議事録（案）の承認について 
（浦副委員長より） 
議事録には、委員の固有名詞で記載されているので、各発言者は修正を、三日以内に
浦副委員長に申し出の事。その後、発言者名を委員番号に変え日の里ホームページに
投稿することが了承された。 
 
③ 諮問事項 
＊広報部会について 
（廣瀬委員より） 
平成３０年度 広報部会活動方針及び月別事業計画（資料 1）をもとに主として広報日
の里の発行に関する活動実態の説明。 
 
（牛島委員より） 
上記資料 1を元に、昭和４７年(１９７２年)一行の日の里地区の広報発行体制、現在
の広報部会の組織と定例会の説明および、スライドを用いて新しくなったホームペー
ジの紹介と意義を説明。適時の投稿とそれを長期間継続することによって質的な変化
が生じる事を９丁目の議事録の例を使って説明。 
 
（黒川委員長より意見を募る） 
 
【意見交換】 
（委員 12）編集会議の内容は、ホームページに上げないのか？ 
      投稿に関して、誰があげるのか？ 
 
（委員 21 員）編集会議は、ホームページには上げていない。 
      ホームページの投稿は、登録済みの投稿者と管理者が行っている。 
 
(委員 12)広報紙については、月２～３回開催の編集会議で実質的な編集・作成が 
     なされていると思うが、ホームページに関しては、この編集会議に相当 
     するものはあるのか。 
（委員 18 より投稿に関して説明がなされた） 
 
（浦副委員長）広報日の里に関しては、役員会において報告があるが、ホームページ     
       に関しては、報告がない。広報部会には、ホームページを管理育成 
      する責任者を１人おいた方が良いのではないか？居ないとより良いもの 
      にならない。 
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（委員 18）旧ホームページ普及活動の最大の課題は、役員会のリーダーシップ。 
      このため、新ホームページ開発時、作業部会のトップに浦協議副会長に 
      就いて貰った。この体制の延長線で、今後のホームページの普及活動は、 
      協議会のトップクラスのリーダーシップで進めれば、上手く進展すると 
      思う。 
 
（委員 13）以前、東郷コミセンに見学に行き、東郷コミセンには管理者（ＮＰＯ法    
      人）が 1人いて、記事は、事務局員が出している。他のコミセンは、 
      広報は、委員会になっている 
 
（委員 21）東郷コミセンは、1か月分を 1人の責任者が月に 1回更新している。 
 
（委員 18）日の里ホームページの投稿は、１人１人の住民が投稿出来る「分散投稿 
      方式」、情報の発生源（例えば、町内会や構成団体）が直接投稿する。 
      事務局員に頼むより、何時でも何処からでも投稿できコストが掛からず、 
      遥かに効率が良い。その分、事務局は付加価値の高い仕事が出来る。 
 
（委員 14）ホームページは大事に活用すべき。各部門で活用していけば良い。 
 
（委員 12 委員）松尾委員の方向性で行けば良いと思う。チェックは定期的にすれば良
い。 
 
（委員 18）部会員が部会の会議に参加出来なくても、議事録等で、会議の状況が 
      正確に伝われば良いと思う。 
 
（委員 14）ホームページの投稿は、パソコンが苦手な人も多いから、研修を開いて 
      くれたらよいと思う。 
 
（委員 18）今回のホームページの製作は、事務局と地元事業者が中心となって進め、 
      投稿が簡素化された。テキストがあれば、誰でも投稿が出来るレベル、 
      中学生でもわかると思う。 
 
（委員 13）テキストを作る人がいれば… 
 
（委員 14）若者は、すぐに出来るが、高齢者には無理な人が多い。 
 
（浦副委員長）広報は、広報誌発行にしてもホームページ作成にしても 
       専門の人（出来る人）に継続してしていただき、役員会の主導下にあ 
       る委員会にすれば良い。   
       町内会からもパイプ役として町内会の書記または総務係の人に入って 
       もらう。   
       記事は、現在のように年度初めに、各部会・町内会に記事の予約を伝 
       えておけば良いのではないか？     
 
（委員 18）本委員会の進め方に関する提案（メモ）の３Ｐ・８項 要検討課題を 
      元に、委員会だと、人員の補充がしにくい。同じ人がずっとやることに 
      なる。 
 
（委員 13）任期を決めたら良い。専門の人にやってもらう。 
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（委員 21 委員）広報日の里の裏面、下半分は、事務局の方に、作ってもらっている。 
      全てがそんな感じの紙面になりますよ。 
 
（浦副委員長）広報部会の役員は町内会長からのなり手がなかなか居ない。 
       結果、いつも経験を積んだ同じ方にしてもらっているのが現状。 
       実質、委員会に近いのではないか。 
       運営に住民主体が担保されれば部会でも、委員会でも良いのでは 
       ないか。 
       広報部会の方は、上意下達の記事になるのを心配なのでは？ 
 
（黒川委員長）広報委員長にも、役員会に入ってもらいたいと思う。 
       協議会として、載せてもらいたい記事がある。例えば、最近の 
      「花いっぱい運動」の写真とか記事とか。全く載っていない。 
 
（委員 18）以前（平成２８年度協議会の組織図の中）の広報部会には、事務局長が 
      入っていた。広報部会の会議には参加する方が良いと思う。 
 
（委員 14）浦副委員長の意見に賛成。 
 
（委員 18）ホームページの普及活動の条件が整えば良いと思う。 
 
（委員 14）ベテラン、新人と協力してやっていくべき。 
 
（委員 8）記事が集まらない心配は、各町内会長が役員会で出せば良いのでは？ 
      委員会に賛成です。 
 
（委員 13）よそのコミセンの広報紙も参考にしては？ユリックスに、各コミセン 
      の広報誌が展示してあるのでご覧下さい。 
 
（委員 11）ホームページの投稿は少ないのか？ 
 
（委員 21）以前は、待たされる事もあったが、今はちょうど良い。 
 
（委員 9）記事を載せる順番があると聞いているが、どのようになっているのか？ 
 
（委員 10）年間で割り当てがある。（１２町内、構成団体、子ども会） 
      日の里の人の思いを万遍なく伝えられるようにしている。 
      先ほどの「花いっぱい運動」の件は、当日言われても、どうしよう 
      もない。前もって、日時等、教えてもらえれば、対応できた。 
      記事に載せたいのであれば、前もって知らせて下さい。 
 
（牛島委員）ホームページに情報を上げれば良い。 
 
（委員 12 委員）広報部会の部会委員の構成は、どのような内容か？ 
      運営協議会の立場で責任を持つ人が必要。 
 
（委員 10）編集は 7名で行い、部会は３５名程度です。 
 
（委員 12）運営協議会の立場で責任を負う者として、部会方式では広報部会役員 
     (広報担当町内会長等)、委員会方式であれば、会長及び役員会が委嘱する 
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     委員長(協議会副会長等)になるのでは。他の構成員も含め、どちらが 
     やり易いかによって決まるのでは？ 
 
（委員 10）事前に何も知らされないで、のけ者にされて、突然、委員会にという 
      話を聞いて、驚いた。 
 
（委員 9）昨年の役員会等で、部会長、副部会長の市川さんや繁永さんが知って 
      いるはずなのに、委員 10 さんが知らないのは、ちゃんと部内で話が 
      できていないのでは？ 
 
（浦副委員長）広報部会が部会であれ、委員会であれ組織の構成を決めておかないと 
       いけない。第１回委員会で配布された広報委員会会則（案）は、 
       自由ヶ丘コミセンのを元に黒川委員長が作成したものであるが、 
       アンダーラインの箇所は、ホームページに関する項を私が付け加えた 
       ものである。 
 
（委員 11）広報部会と協議もしないで、勝手に会則を作るのは、駄目なのでは？ 
 
（浦副委員長）ご指摘の件、僭越であること認めます。しかし、ホームページに関す 
       る事項を加える事は、今の広報部会では、出来ないと思ったからです。 
       いずれにせよ会則は皆さんで議論して決めるべきと考えます。   
 
（委員 18）広報委員会（案）の第３条（３）、協議会の決定事項を日の里ホーム 
      ページに投稿というのは、この投稿作業を委員会がするのか？ 
      ホームページの投稿は、協議会の各組織の役割となっている。 
 
 
（委員 14）私は、浦副委員長に賛成です。 
      この組織改革特別委員会で、意見交換を活発にしましょう。 
 
（委員 18）全体の組織図について、役員会の下についているが、役員会の制約 
      を受けるのでは？ 
 
（委員 21）広報委員会（案）の中の、ホームページ編集委員という考え方が 
      馴染まない。ホームページ委員にするべき。 
 
（浦副委員長）牛島委員を主として皆様で、よりよい広報部会にするために変えるべ 
       き文言を次回までにご用意お願い致します。 
       松尾委員も次回までに、問題点をあげ、ご用意お願いします。 

     

   （黒川委員長）各部会長にご参加頂きたいので、次回は、山本健康福祉部会長にも 

          ご参加をお願いしたいと思います。 

 

 

 

次回７月２６（木）１９時～  コミセン・コミュニティルーム 
（今後９月まで毎月第２、第４木曜開催） 
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《出席者》 

【組織改革特別委員】 

黒川委員長（コミュニティ運営協議会会長）  浦副委員長（コミュニティ運営協議会副会長） 

飯塚委員（コミュニティ運営協議会副会長）  大島委員（コミュニティ運営協議会会計） 

緒方委員（コミュニティ運営協議会事務局長） 山村委員（平成２９年度７丁目町内会長） 

岡本委員（平成２９年度３丁目町内会長）   西山委員（ＡＰ１区町内会長・広報部会副部会長） 

島本委員（教育文化部会部会長）       廣瀬委員（広報部会副部会長） 

田和委員（生活環境部会部会長）       大城委員（平成２９年度２丁目町内会長） 

永嶋委員（まちづくり特別推進委員会）    大平委員（日の里地区福祉会会長）                             

池渕委員（ひのっこサロン代表）       松尾委員（ホームページ推進委員） 

谷委員（平成２９年度８丁目町内会長）          

山本代表（広報部会部会員・5丁目町内会代表） 

牛島代表（広報部会部会委員） 

 

≪欠席者≫ 

高尾委員（シニアクラブ広報担当）       梅田委員（３丁目推薦） 

 

【宗像市役所コミュニティ協働推進課】平川係長 

【事務局書記】嶋田 

 


